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特別公開「琉球列島最古のハブ化石とアマミノクロウサギの歯の化石」

と市民講座「琉球列島のヘビの起源」 
鹿野和彦（鹿児島大学総合研究博物館教授） 

琉球列島には、それぞれの島に固有の陸
生脊椎動物が多数生息しています。奄美群
島にしか生息していないアマミノクロウサ
ギやアマミイシカワガエルなどはその代表
的な例です。このような固有種が出現した
のは、陸続きだった琉球列島が海で分断さ
れ、島々に取り残された陸生脊椎動物がそ
れぞれの島で固有の進化を遂げたからだと
いわれています。 

それでは、それぞれの島で独自の進化を
遂げたとされる陸生脊椎動物の祖先はどこ
までたどれるのでしょうか。これを知るひ
とつの方法は化石を探し当てることです。
ただ、脊椎動物の骨はバクテリアに分解さ
れにくい燐酸カルシウムでできてはいます
が、酸性土壌に埋もれると溶けてしまいま
す。水に流されてどこか土砂に埋もれると
保存されることもありますが、その途中で
砕かれて元の形を保っていないことも多い
はずで、見つかる例は多くありません。それ
でも、琉球列島では、たくさんの陸生脊椎動
物化石が170万年前〜140万年前に堆積した
内湾の堆積物や、その頃から40万年前頃に
かけて堆積した琉球石灰岩中に生じた割れ
目や洞窟に沈でんした数万年前の石灰質堆
積物などから見つかっています。 

後者の例として良く知られているのはリ
ュウキュウジカやキョン類などの化石です。
それらの代表的な標本は沖縄県立博物館に
展示されていますが、鹿児島大学にも、大塚
裕之・鹿児島大学名誉教授とその門下生が
数十年にわたって琉球列島で収集した多種
多様な陸生脊椎動物化石が保管されていま
す。その多くは分類学的位置がはっきりし
ていなくて研究途上にあるため、これまで
一般に公開されることはありませんでした。
しかし、琉球列島の生物多様性の背景とし
て多くの方々に知って頂きたいとの思いか
ら、鹿児島大学総合研究博物館では、大塚先
生の御理解を得て、鹿児島大学総合研究博
物館常設展示室での展示に引き続き、奄美

博物館にて 8 月 27 日（土）から 9 月 25 日
（日）まで「琉球列島最古のハブ化石」と「ア
マミノクロウサギの歯の化石」を展示し、併
せて 8 月 27 日(土)に市民講座「琉球列島の
ヘビの起源」を開催することにしました。 

「琉球列島最古のハブ化石」は、沖縄本島
本部半島呉我村に露出する 150 万年前の浅
海堆積物から見つかった脊椎骨です。同じ
地層からは、アマミノクロウサギの祖先の
化石など、その当時の南中国に生息してい
た種が一緒に産出しており、琉球列島の陸
生動物の起源を示唆する上で重要な標本の
ひとつです。市民講座では、琉球列島のヘビ
類化石を研究してきた池田忠広博士（兵庫
県立人と自然の博物館）が、琉球列島から見
つかったハブなどのヘビ類化石を紹介し、
難しい作業を経て種を特定した結果見えて
きた「琉球列島のヘビの起源」について語り
ます。ハブなどの化石とともに展示予定の
「アマミノクロウサギの歯の化石」は、多数
のリュウキュウジカの骨片、ハブの脊椎骨、
トゲネズミやハリネズミの歯などとともに
徳之島伊仙町小島のトラバーチンから産出
したもので、1 万 6 千年前の奄美群島にす
でにアマミノクロウサギが生息していたこ
とを示す貴重な証拠です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

伊仙町小島の琉球石灰岩の割れ目から採取し

たトラバーチン（大塚裕之撮影）。これを酸で

溶かして得た残渣からアマミノクロウサギの

歯を探し当てた。白い破片はリュウキュウジカ

の骨片。 
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奄美の集落力―シマの空間配置と環境保護 

西村 知（鹿児島大学法文学部教授） 
 

奄美大島の人々は、社会経済の急激な変化に適

応してきました。琉球王国、薩摩藩、米国と強力

な外部の力に翻弄されながらも、彼らは自然環境

との関係性を、独自の文化を守りながら条件の変

化に適応して進化させてきました。人々の生活の

基礎となるのが、「シマ」と呼ばれる集落です。

奄美大島には、視覚的に非常にわかりやすい形で

シマが形成されています。シマは、海岸線沿いに

連なるきれいなデルタ型の扇状地です。近年、生

態学者らは、人と自然が織りなす持続可能な空間

の構成要素として、「里」、「里山」、「里海」

という言葉を使うようになっています。これらの

用語、特に「サトヤマ」の概念は、環境保護に興

味を持つ人々に一般に用いられるようになり、海

外でも紹介されるようになっています。まさに、

この、「里」、「里山」、「里海」の三点セット

がコンパクトに揃っているのが奄美大島です。里

は、信仰と祭りに支えられてきました。祭儀が行

われる広場は「ミャー」と呼ばれます。シマの人々

は、豊年祭などの機会に、ミャーに集まり自然に

対して畏敬の念を持って、その恩恵に感謝してき

ました。人々は、踊り、相撲を取って楽しみなが

ら日々の生活に密着した自然環境を理解してき

ました。この過程で育まれてきた知識、技術、思

いをそのままの形で継承することは容易ではあ

りません。しかし、集落の外に住むシマ出身者と

のネットワークを強固にし、シマをオープンにし

て移住者を増やしていくことによってシマの祖

先が守り続けてきた環境知を次世代に継承して

いくことは可能です。シマの空間配置と環境保護

の関係を理解し、質的・量的に記録することは奄

美大島のみならず、人類の知的財産を守っていく

ことに貢献することでしょう。 
 

 
 

 

奄美大島で共存しているコオロギ達の音響コミュニケーション 

栗和田 隆（鹿児島大学教育学部准教授） 
 

奄美大島では一年を通して複数種のコオロギ

が鳴いています。鳴くのは他の雄に縄張りを誇示

したり雌を惹きつけたりするためです。しかし鳴

き声を利用するのは必ずしも同種だけとは限り

ません。例えば捕食者や寄生者が鳴き声を盗聴し

て獲物を探すことはよく知られています。私はこ

の観点を拡張し、雄が他種の鳴き声を基に自身の

行動を変化させているのではと考えました。安全

で音が遠くまで届きやすい、鳴くのに好適な場所

は野外ではそう多くないでしょう。そのため鳴き

場所を巡る種内・種間競争は激しくなると予測さ

れます。体の大きな種が小さな種の声を聞けば、

その場所を奪いに行くかも知れません。逆に小さ

な種は大きな種の声を避けることも考えられま

す。そこで、同所的に生息しており体の大きさが

著しく異なるタイワンエンマコオロギ（以下エン

マ）とネッタイオカメコオロギ（以下オカメ）を

対象に両種の鳴き声に対する反応を調べました 

（エンマは体重比でオカメの3倍ほどあります）。

各々の種の鳴き声を再生して聞かせたところ、エ

ンマの雄はオカメの声を避けることがわかりま

した。また、体の小さな個体ほど同種の声に強く

反応し近寄りました。これは小さな個体は雌を惹

きつける声を出せないので、強い雄に便乗してい

ることを示唆します。しかし、オカメの声とエン

マの声を同時に聞かせると、そのような反応は無

くなりました。一方で、オカメの雄は同種の声に

も他種の声にも強い反応を示しませんでした。今

回の結果では、他種の声を利用して鳴き場所を奪

うという仮説は支持されませんでしたが、他種の

声が聞えるか否かということがエンマの雄の行

動を変えていることがわかりました。今後はなぜ

このような行動の変化が見られたのか、また鳴き

声への反応の種間差がどうして生じているのか

を調べていきたいと思います。 

 

奄美分室を利用した研究の紹介 
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奄美分室の活動報告（201６年 3月～2016 年 8月） 

 
＜シンポジウム・講演会等＞ 

・日本霊長類学会公開シンポジウム「自然と共生する地域社会を目指して」 

2016 年 7 月 17 日（日）、鹿児島大学稲盛会館にて（Ustream で奄美分室に中継） 

主催：日本霊長類学会、鹿児島大学、鹿児島県、鹿児島市 

講演：「サルと歩いた屋久島―研究と保全の半世紀」山極寿一（京都大学） 

「どんな自然生態系をどうやって守るのか考えよう！」 

揚妻直樹 （北海道大学北方生物圏フィールド科学センター和歌山研究林） 

「奄美大島における海洋生物の保全と活用」 

輿 克樹（奄美海洋生物研究会／奄美クジラ・イルカ協会） 

「薩南諸島の生物多様性に関する教育と研究及び社会連携」 

河合 渓（鹿児島大学国際島嶼教育研究センター） 

「生物多様性鹿児島県戦略～鹿児島の自然環境保全の現状と課題」 

長田 啓（鹿児島県自然保護課） 

パネルディスカッション： 

コーディネーター：湯本貴和（京都大学霊長類研究所） 

パネリスト：上記講演者 

 

第 32 回日本霊長類学会大会の最終日に、公開シンポジウムが開かれた。鹿児島県において、研

究者や地元の団体、行政がこれまでどのように生態系保全の課題に取り組んできたか、また奄美沖

縄の世界自然遺産登録を目指して、これからの課題について異なる立場から意見が聞ける貴重な機

会となった。 

 

・特別公開「琉球列島最古のハブ属の化石」「アマミノクロウサギの歯の化石」 

 および鹿児島大学総合研究博物館第 32 回市民講座の同時開催 

特別公開：2016 年 8 月 27 日（土）～9 月 25 日（日）、奄美市立博物館企画展示室にて 

市民講座：2016 年 8 月 27 日（土）、奄美市立奄美博物館 3F にて 

主催：鹿児島大学総合研究博物館 

共催：奄美市教育委員会、鹿児島大学「薩南諸島の生物多様性とその保全に関する教育拠点整備」

プロジェクト 

後援：鹿児島大学国際島嶼教育研究センター 

講演：「琉球列島のヘビ類の起源」池田忠広（兵庫県立人と自然の博物館） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

本紙冒頭の紹介記事のとおり、鹿児島大学と奄

美市教育委員会の共催にて、貴重な化石の特別展

示と外部講師を招いての特別講演の連動企画が

行われた。講演は琉球列島地史に関する化石の講

話とあって、多くの市民が会場を埋めた。講演後

には展示物を前にした解説も行われるなど、非常

に内容の濃い会となった。 

  
市民講座「琉球列島のヘビ類の起源」 

（2016年8月27 日） 
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＜セミナー・観察会等＞ 

・集まれ島っ子！徳之島まるごと自由研究まつり 

2016 年 7 月 23 日（土）～8 月 31 日（水）、徳之島全域にて 

主催：NPO 法人徳之島虹の会 

共催：環境省徳之島自然保護官事務所、鹿児島県自然保護課、鹿児島県共生協働課 

後援：徳之島町、天城町、伊仙町、三井製糖株式会社、鹿児島大学国際島嶼教育研究センター 

 

夏休みを利用して、子供たちに島の自然や文化

を「研究」してもらおうという企画。植物の方言

調べや野鳥観察、ケナガネズミやアマミノクロウ

サギの痕跡探し等を実際に島で調査を行っている

研究者らと共に行った。自分たちで考え、調査す

ることの楽しさや難しさに、小さな研究者たちは

駆けまわっていた。 

 

 

 

 

 

・サンゴ礁サイエンスキャンプ in 喜界島 2016 

2016 年8 月1 日（月）～2016 年8 月5 日（金）、喜界島サンゴ礁科学研究所にて 

主催：喜界島サンゴ礁科学研究所 

共催：北海道大学サンゴ礁地球環境学研究室 

後援：鹿児島県、喜界町教育委員会、鹿児島大学国際島嶼教育研究センター、喜界島観光物産協会、㈱

日本エアコミューター、日本サンゴ礁学会 

 

昨年度にひきつづき、全国の小中学生を対象に行われたサンゴ礁体験型自然学習キャンプにて、

後援および講師派遣として当分室も参加した。昨年度と比べて喜界島外からの参加者も増え、奄美

群島のサンゴ礁に対する注目度の高まりを感じさせるイベントとなった。奄美群島における海洋生

物研究およびサンゴ礁社会教育において、当分室との更なる連携が期待される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

・奄美自然ふれあい行事「森のエビフライ・ウサギのフン探し 2016」 

2016 年 8 月 7 日（日）、徳之島町山コミュニティーセンターにて 

主催：NPO 法人徳之島虹の会、徳之島町、環境省徳之島自然保護官事務所 

後援：鹿児島大学国際島嶼教育研究センター 

講師：田中俊徳（東京大学大学院新領域創成科学研究科）、城ヶ原貴通（宮崎大学フロンティア

科学実験総合センター）、鈴木真理子（鹿児島大学国際島嶼教育研究センター） 
 

当日は雨で観察会は中止となり、山コミュニティーセンターにて、世界自然遺産登録にむけた課

題（田中）や、徳之島の哺乳類の現状について（城ヶ原・鈴木）の講演会となった。 

 

サンゴ礁サイエンスキャンプin喜界島 

（2016年8月2 日） 

 

参加者全員が実際に海中でサンゴの 

観察を行った（2016年8月1 日） 

 

徳之島まるごと自由研究まつり 

（2016年8月6 日） 
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・植物の名前当てクイズラリー（奄美大島合同イン・リーダー研修会内講習）  

2016 年 8 月 9 日（火）、龍郷町奄美自然観察の森にて 

主催：奄美市子ども会育成連合会、龍郷町子ども会育成連絡協議会、瀬戸内町子ども会育成連絡協議

会、大和村子ども会育成連絡協議会、 宇検村子ども会育成連絡協議会 

後援：鹿児島大学「薩南諸島の生物多様性とその保全に関する教育拠点整備」プロジェクト、鹿児

島大学国際島嶼教育研究センター 

講師：鈴木英治（鹿児島大学理工学研究科）、鈴木真理子（鹿児島大学国際島嶼教育研究センター） 

 

 奄美大島合同イン・リーダー研修会の中日に、鈴木英治教授作成の奄美植物図鑑の入ったタブレ

ットを使って植物名前当てクイズラリーが行われた。最初はタブレットの使い方や植物の用語に馴

れず、苦戦していた子供たちも、協力し合って徐々にどの部位を見れば名前を探せるのかがわかっ

てくると、とても頼もしい顔つきになっていた。

 

 

 

 

 

 

 

 

・第 3 回龍郷町子ども博物学士講座「干潟観察会」 

2016 年 8 月 20 日（土）、龍郷町役場 2 階会議室及び奄美市住用海岸にて 

主催：龍郷町教育委員会 

後援：鹿児島大学国際島嶼教育研究センター 

講師：藤井琢磨（鹿児島大学国際島嶼教育研究センター）、上野陵子（鹿児島大学水産学研究科）
 

龍郷町が定期開催している市民講座の一回として住用干潟の生き物観察会を行った。参加者には、

昨年度に鹿児島大学が作成した「干潟に行こう」パンフレットを配布し、自分で生き物を探して触

って調べてもらった。大人も一緒になって泥だらけになりながら生き物探しを楽しみ、講師の解説

には真剣に聞き入っていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

干潟観察会（2016年8月20 日） 

 

参加者は注意深く植物を観察していた 

（2016年8月9 日） 

観察の前後には座学によって理解を深めた

（2016年8月20 日） 

奄美大島合同イン・リーダー研修会 

（2016年8月9 日） 
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・地域との交流勉強会 

請阿室区：2016 年 5 月 13 日（金）、瀬戸内町中央公民館請阿室分館にて 

主催：瀬戸内町請阿室区 

後援：鹿児島大学国際島嶼教育研究センター 

講演：「奄美の海のサンゴのはなし」藤井琢磨（鹿児島大学国際島嶼教育研究センター） 

「奄美の魚を調べる」小枝圭太（鹿児島大学総合研究博物館・日本学術振興会） 

芦徳区：2016 年 7 月 21 日（木）、芦徳公民館にて 

主催：龍郷町芦徳区 

後援：鹿児島大学国際島嶼教育研究センター 

講演：「笠利湾周辺の海洋生物多様性について」藤井琢磨（鹿児島大学国際島嶼教育研究センター） 

 

調査地周辺に在住する区民の要望を受け、交流会を兼ねて周辺の海洋生物多様性に関する勉強

会を行った。両回共に多くの区民の参加があった。今後の調査および交流の発展が期待される。 

 
・奄美分室で語りましょう（島嶼研勉強会） 
主催：鹿児島大学国際島嶼教育研究センター奄美分室 

第8 回：2016 年6 月29 日（水）、鹿児島大学国際島嶼教育研究センター奄美分室にて 

話題：「「奄振と住民税」私の研究テーマから考える事」池田忠徳（奄美市役所） 

第9 回：2016 年7 月29 日（金）、鹿児島大学国際島嶼教育研究センター奄美分室にて 

話題：「ウミウサギガイの生活史」河合 渓（鹿児島大学国際島嶼教育研究センター） 

第10 回：2016 年8 月28 日（日）、鹿児島大学国際島嶼教育研究センター奄美分室にて 

話題：「奄美大島のノネコの個体数と在来種の推定」塩野崎和美（株式会社奄美野生動物研究所） 

 

不定期開催で、研究者や一般市民が飲み物片

手に肩肘張らずに集い語らい、教養を深める場

として開催している小規模勉強会、「奄美分室

で語りましょう」。2016 年度上半期は奄美在住

の方を中心に話題提供をしていただいた。時事

問題に関連したホットな話題の提供により、毎

回、多くの市民が参加しての盛況となった。 

 

 

・島嶼研研究会ネット中継会 

島嶼研郡元キャンパスで定期開催される研究会

のインターネット中継を行っている。2016年 3月

から 2016年 8月の間に計 8回開催された。農業な

ど奄美大島に関連の深い演題の際には島民からの

質問も多く飛び出した。また、英語講演の回には国

際交流に興味のある高校生が多く参加した。

 

 

＜奄美分室来訪者数＞ 

のべ 164 名（2016 年 2 月 20 日～2016 年 8 月 31 日）  

 

第10 回奄美分室で語りましょう 
（2016 年8 月28 日） 

第171 回島嶼研研究会中継会 
（2016 年7 月11 日） 
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～学生島体験！vol.3～ 

「リュウキュウアユ個体数調査から奄美大島の自然を味わう」 

黒木亮太郎 （鹿児島大学水産学研究科修士課程二年） 

 

私が初めて奄美大島を訪れたのは、大学 3年

生、自身初のリュウキュウアユ個体数調査へ参

加した時であった。初めて見た奄美大島の森林

内を流れる清流とリュウキュウアユをはじめ

とする様々な魚たちの姿に感動と興奮したこ

とを今も覚えている。 

このリュウキュウアユ個体数調査は、リュウ

キュウアユ保全活動の一環で、年 2 回、奄美大

島の様々な河川でリュウキュウアユを目視計

数するものである。初参加したリュウキュウア

ユ個体数調査から今年で 3 年目。最初の頃はリュウキュウアユを追いかけることで精一杯だったが、

現在では幾分か余裕が生まれ、様々なところに目を向けることができるようになった。清流を泳ぎ、

石の上のコケを食むリュウキュウアユの姿は美しく、何度見ても見とれてしまう。また、石の上から

こっちをじっと見てくるボウズハゼ、岩の隙間や落ち葉の下からぬるっと出てくるオオウナギといっ

たリュウキュウアユ以外の魚たちも愛くるしいものである。さらに、川沿いの森林内から鳥の鳴き声

を聞いたり、石の上に落ちているアマミノクロウサギの糞などを見たりすると様々な生き物が奄美大

島に息づいていることを感じる。 

調査を行った後は飲み会が始まる。リュウキュウアユの話をはじめとする奄美大島に住む様々な生

き物の話を肴に会が進む。リュウキュウアユ個体数調査を通じて、人と自然がつながっていくことを

感じる。奄美大島の自然を五感で味わい、人と奄美大島の自然がつながっていくこの経験を生涯忘れ

ることはないだろう。 

 

 

編集後記 
 

8 月までの通過台風はゼロ。海水温が下がら

ず、浅場や湾奥ではサンゴが白化しています。

大規模枯死は無さそうですが、冬が来るまで

目が離せません。奄美大島生活も二年目、移り

変わる自然が目に入るようになってきました。                             

藤井琢磨 

 

最近調査地にノヤギの糞が目立つようにな

ってきました。目視も多くなりました。島嶼と

いう環境で、外来種は大きな影響を与えます。

困ったなという気持ちと美味しそうだなとい

う気持ちを抱えながら、記録をとっています。              

鈴木真理子 
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表紙写真：住用川の清流にてコケを食むリュ

ウキュウアユの群れ 

（撮影：2015 年 5 月 8 日、藤井琢磨） 
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